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Experiment of sufficient use of coastal anchovy juveniles resource in the coastal 
waters off Shimane Prefecture

は　じ　め　に

　平成15年度に行った沿岸漁業実態調査1）の結果か
ら，本県沿岸漁業の複合経営を進めるには，冬から
春に操業可能な漁法の導入とイワシ類の資源動向の
把握が必要であることが示唆された．そこで，知事
許可漁業として，イワシ類幼魚（以下「シラス」と
称す）を対象としたすくい網漁業や船曳網漁業があ
りながら近年ほとんど操業実績のない石見海域での
シラスを対象とした漁業再構築の可能性を探るた
め，シラスの分布調査および小型船でも操業可能な
船曳網漁法の開発を行うことを目的とした調査を実
施した．本報告は，平成17～19年度にかけて実施し
た調査で得られた知見をとりまとめたものである．
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いては広島魚網㈱に作製を依頼した．
　平成18年度に，現在同漁法が行われていない江川
河口周辺において試験漁具（1そう曳き漁具）を用
いてシラスの分布調査を実施した．調査場所は事前
の魚群探知機による調査でシラスの魚群の反応が多
く見られた江津港の東側2～5㎞の水深12～13ｍの海
域とした．1回当りの操業時間は15～30分程度とし，
使用漁船は地元の定置網漁業の漁船を借り上げた．
　平成19年度に，シラスの分布量と季節変化を把握
するために，江川河口周辺において調査定線を設け，
試験船「明風」により魚群探知機を用いて調査を実
施した．シラスとその他の魚種の魚群の反応の区別
は高周波および低周波における反応の違いにより判
断した．
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調　査　方　法

　島根県内で操業されているイワシ類を対象とした
船曳網（以下「シラス船曳網」とする）の実態につ
いて漁業者への聞き取り調査を実施した．また，漁
具の水中における挙動を把握するために Star-Oddi 
社製の小型水深計を用いて網口の高さを測定した．
前述の実態調査結果を基に美保関および益田地区の
漁具をモデルに1そう曳き，2そう曳きの試験操業用
の漁具を作製した．漁具の作製にあたり1そう曳き
漁具については大高魚網㈲に，2そう曳き漁具につ

結果および考察

　平成19年度現在，島根県内において操業されてい
るシラス船曳網漁業は，1そう曳き漁法が2ヶ統（松
江市美保関地区），2そう曳き漁法が5ヶ統（松江市
美保関地区1ヶ統，益田市益田地区4ヶ統）である．
それぞれの漁法の概要および操業方法について表1，
2に，1そう曳き漁法の漁具の投入および回収方法に
ついて図1に示した．また，網口の水深について漁
具の投入後から回収までの変化を図2に示した．1そ
う曳き漁法の網口の高さは，曳網開始後3～9ｍ（漁
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場水深は14ｍ）の範囲で変化したのに対し，2そう
曳き漁法の網口の高さは，曳網開始後7～8ｍの高さ
（漁場水深は9～19ｍ）で一定であった．
作製した試験漁具の概要について表2～9，図3～8に
示した．
　江川河口周辺において実施した試験操業結果を表
10に示した．1操業当りの採集量は44㎏であり，こ
れは通常の同漁具の漁獲量と比較すると少ない量で
あった．採集量が少なかった理由としては，使用し
た漁船の装備の関係で1そう曳きの漁具を2そうで曳
いたこと，操業ごとに魚群の反応を確認しなかった
こと，および天候不良により試験の開始時期が通常
の漁期より遅れたことなどが影響したものと考えら
れた．一方，平成19年度に江川河口周辺において実
施したシラスの魚群探索調査結果（図9）では，シ

お　わ　り　に
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ラス魚群の密度は4月と11月に高まる傾向を示した．
　これらの調査から，江川河口周辺海域ではシラス
資源が春季および秋季に利用できる可能性が示唆さ
れた．

図 1．シラス船曳網漁業（1そう曳き）の漁具の投入および回収手順

図 2．シラス船びき網漁業における網口水深の動向（上：1艘びき漁法，下：2艘びき漁法）
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図 3．シラス船曳き網漁業漁具の見取図

図 4．1そう曳き漁具の袖網の網地配置図

図 5．1そう曳き漁具の身網～袋網の網地配置図

図 6．1そう曳き漁具の袋網の網地配置図

図 7．2そう曳き漁具の袖網，身網の網地配置図

図 8．2そう曳き漁具の袋網の網地配置図
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図 9．試験船「明風」によるシラスの魚群探索調査結果（2007年）

表 1．島根県で操業されているシラス船曳網漁業の概要
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表 2．島根県で操業されているシラス船曳網漁業の操業方法

表 3．1そう曳き漁具の綱部の概要

表 4．1そう曳き漁具の浮子，沈子類の概要

表 5．1そう曳き漁具の網部（袖網，身網）の概要

表 6．1そう曳き漁具の網部（袋網）の概要

表 7．2そう曳き漁具の綱部の概要
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表 8．2そう曳き漁具の浮子，沈子類の概要

表 9．2そう曳き漁具の網部（袖網，身網）の概要

表 10．2そう曳き漁具の網部（袋網）の概要

表 11．シラス船曳網試験操業結果（2006年　江川河口周辺）


